
胡桃の結實に関する研究
1自然落果に就て

町田博*

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ951孟拝翼1ノヨ30政）

Hiroshi MACHIDA : STUDIES ON THE FRUITING IN THE PERSIAN WALNUT.

I. DROPPING UNDER NATURAL CONDITIONS.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　雷

　胡桃はペカン（ll］’ettan、と同4誤に習・同株植物であつて，「・納異花で瓜媒撰粉によつて結鐸壽するもの

である。之等の結鑛に於ては自嫁稔性でもあり種間枳互愛精もするが，？花と、・1花が岡時に映かなv、

揚合が葬常に…多レ・特’ドiiがある。從つて、鴇鰹熱なために投粉受精が不可龍となり結輿0）不良新來すと

ころのDiehogmuyと称する蜆熱がある。そして胡桃もPe（・，M　1もこσ）］）i｛ラh‘Dga！Uyによぐ）てその紬爽の

良否が支配されている程であるo

　之等の栽櫓が盛であるアメリカでは宵くからそれ簿に関する研究がfi　’lt）れ，　MoRR咄1　r，：F．α925）

はP・剛蛸搬粧凹乱均74％の融赫すが，1糀の脚確の催脚嘱岬糀・）糀の棚1には
効果がない腱べ・A・…N・・，G・w（工鋤はP・…砺31糀期のすれが鋤，17蘭糠変異があるこ

と髄べ・w。・D，・M，　N・（1932）は棚臨⑳呈eh・9・・xmy・1こ就W麟し噺獅しPt）i，lzograi。yの程厳

び型，気象との関係，混穂の指針等を記している。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

又F・G・・11d　N・C・W・Q・…F・alld　J・］；］．BAiL・’sr（1929）はPeeanの不糸繰の1姻蹴い・群しく研

究し・ADRIANCE（1鰍）q，W，も亦P・…の購遡蜘π騨的に蹴し，デ・隷もd重鋤羅遡醐
髄る雄嬉果蝦粉の不船に帰因筋ことを淋ている。C・A・・，1－1．T．，（：1≦）30）はP。舳の披の

生長とremとの関係蹴き・t［’AYL・・，　R．wα3go）はP…吻・臨緻に及購施肥の影轍こ就諦

究し・又WoOD・M・N・（工932）1よ胡桃園で築際的な人工授粉方法を試験して，自然援梛0．2～19．　7％に対

して入鯉粉46・o～臓賜傭榊を脚てv・・7・。この楓こ知1・・臓“援桃嚇羅滅牧盤進
に関する研究が進められて來た。　　　　　　　　　　　等，

わが国職増鵬麟鋤て髄に果樹としての幽矧欧丈にわが国土に於て纐酬勺憾礎に
なる調庵研究は殆んどなく，品種系統の統・一もなく，生育も局地的であるのみならす適地に於ても殆

んど放任戴培である。幸にわが附属農揚がわが国軟穀越銚栽増の申心地である，小察郡和村に所在し，

撚の翻胡桃・欧米蘇・樋1肇博多数の蹴樹鮪する囎にあるところから策蟻購士の御
激示によつてその調査研究を進めている。

蜘・柵鍋もの醸翻繊予備II勺総として麟一・・齢になされ熾裸輌つて，勲，、
開花期を異にする異系統樹が混植され各系統樹の！；－A花開花が相互に多少璽なり或は一激する機会の

多曝団栽鞭に於て・購醐力・鰍的楓鞭粉に離れている隙於燗撒勧状態酪系彰
棚にどのよう繍果の脚兄赫すか襯凱焼のである認繊舗文繍科輸鍛（蜘5年
度）及膿林舗搬補齢㈱年度）の援脈よる概轍の畷1であつてのi・魏呵沼㈱試
験・品種的彬拙等に関す戯継1蹴いては融報告の予定である。

報告に当つて湘鵜：二対す疎大灘，柳醐士の御指鞭，当趨細噺授の御囎及倣

墾・塑璽麩墾腱鰻驚螢塑塑叢墜B漂縢醐の労蘭して灘の繊鞍する。
：F酬蝉灘韓附即鵬　　＊＊騰学会㈱2ラ年糊大叙競髄
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　　　　　　　　　　　　　　　　　調査材料及び方法

供試灘騨部附属の焔綜合渥賜内刎8～2。牲樹である。載撒は撚1）30～1舳1醐甑翻

斜地で輔の粘土地であつで，月騰騨は不船で鉄融・）糖も少嫡り鵬翻くない・纈系

統は明確でなV・ので符畳で示しナこ。

融方法として，花（果）叢別落烈こ就いては樹の下部蝕枝の郵繰枝を選び・その花鵜にラベ

ル昂付けて1週間毎にその着果数落果数を鋸え旗が，各品種系統樹毎の落果に就　バ⊂はその樹憂休昂

対照としナこので，開花前に欄下を溝掃して落果を発見し易くし櫃き，花期后1〔順或は工溺閥徳に（輿

際にはその闇にも落果な拾い通算し弛）落果を拾い集めて横樫による大きさ別に鱗え旗晶Dki　log，ttrt　L：　’

はその樹の㌣，s花別の満開日の開蕪勘以て，その樹のDiehosramyの程皮としナ隔

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査結果及び考察

先づ調翻間巾の気斜況（騨内農揚での観灘線にて添のと供言糊o）階縢融伽・°srarn．y

の関係を示せば次の通りであ雇】。

　　　　　　　　　　　　　　　　｝調査期間巾の気隷煉況
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　　気象はコ・95工年は前年に比べて開花期5月の気温低く又5月以前もそうであつ弛ので，供試樹に限ら
す1胡本兆の序同了荏は一一般に遅才㍉　4糾鮒のD三f，hog獄1】yの関係にオ料，違を瑚蔓しナこ。3る1粥ぞ齢明隅11｛二岐こi；年F冊のるレなカ、

つナニこと力宝授岩分壱こ二幻寡繭であつ江薫書力㍉霧怯寸一fdJorに糸i正f爽力「tよく∫改囁亙雪よ｛多力、つナこ．Ot　f町G月」以歪菱に1繊燈娘雨等り〔3

特に落果しナこ様なことは認めなかつナこが，7月下旬からの著しい降水澱の不足は，恰かもその時期が
果働充築期にあつナ・爲・灘離果（イ’fi’・k：言うシイナ）が多かつt二。

　　（1）落　　果　　率
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　第鎖表によると，この調盗樹中で落果の最も多かつ旗のはNo．77の1｝3・5％，次いでK‘〕・緬の77・豊現6及

びaSio．63の75．5％であり，最も少なかつ弛のはNo．1bの43．4％で，他0）蔭樹は6：1：・　7～67・6％層示し旗。

この年は開花調査をしてないので，第1衷より推測すると，（WO（》l／）の蓮べている気象とDichogこ、nΨと

の閾擁職から）N・．lhの落昇願少なかつteのtS・rcれが岡1熱に近い％躍噛であつて鶴鯉粉力載程度

可能であつナこ上に隣接のN｛）．臨No．2a　No，2bから最も濾当しナc花粉癒難富に畳けf響惚爾撰粉がJ：ヒ鮫ド㍗lj

充分に行われた結果であろう。Noマ7は栽櫃位麗からも隣楼樹の1）…¢ho彗～しmy閣係からも綬粉1こ恵象れ

ない闘係にあつた爲落果が多かつナこのでゐろう◎そのfUlの樹は19隙ll三にWOOD，M・N・の行つ旗人黒槻

耀轍の際蛸然榔湖別酎の落騨8じ．3鰍び39．8露に比・ぐ嘱1ノ砂いカ”c・　」1）つf…c一

　第3表の調甚li樹申で藩果の最も盛い弛のはN‘｝．60の1｝7、1脇，　i爽いでN‘｝．59の88．響，∫で1鮫も少いのは

N。．‘U｝の3〔｝．4％…欠いでN・．104の36．8％，N・．tt．3の37．4％でありllUのG樹ellt4，（’1：：L～77・賜“麟つ’C：M41

年に比較して発般的に辮果数も夢V・が又牧穫果数も粛く幣果織は低かつ九。ぬ1津前年撫｝漁）洲1旨｛めて

不作であつナこのでホ年は各樹共花叢数が5多かつたことも囲簾していると思われる。叉N藍溝19，IN’a・（IO　o’）

藩果麟の高かつナこのは特翻1三水不良に蜘樹の癬易に關るところ嚇花が大諦・“：　t””“と細：）れ鵜殊

にN‘｝，6〔｝ほ7月蜜より葉は黄変して秋の藁も11只，牧穫果も：大部分は萎縮偽堅であつ担。

　伺本年は昨年の開花調益に依るt？花開花期死鼎晩とDicho8抑エγに暴いてyt）花先熟樹，　c’1花先撚樹瀞

央々栽植位置を驚慮して幾択供試し弛の懸あるが，雰調叢の総囲ではその何れコリ’の先熱購がll謬鞭締が

高いと識う様な一一・fi1の傾向はみられなかつ703し各樹の1；1花開花盛期のr“晩と薄果摩の高低との関係

に於ても同様にそれはみられなかつナL”。

　（2）落果の横相
1951年に於ける各樹の9花開花盛期を藩恵としてその落果の様相聴みる鶯に次の第4談が作らPtナer，i

第4聖i　　19516i乱iこ於｝ナる藩果の喉食胴目

鰍樹Dｫジ蹴脚鷺果酬一4遡落職落　畢　の　槌　粗
　　　　　　　　　　　　　
No2こ匙　　　　　　3先　15月25－－27

N。・・　胡25～2ア
N・4・’ h♀i1タ～16
譜　目i｝1螺
　　　　I　　　　　　　　　　　　　I

No！8　　1　～〕　　　　14～16
No43　　　　i　　　6　　　・　　？6－｝28

　　　　　　　　　　　　　　　し

N。59　1？　15～17
封060　　　　1　　δ　　　　　　22－－24

N・剛bl6…24－26
N・1・41円16～18

迦問陣騨円鱒繰数1　　　．．。．

ii難劉ii；i犠1講鮒，勺

・。、引・6ほい・・，・　1分敬的

7王・列7う・6　1953i棚31・組喋㈱
60・4　i77・2　1　78・3　　1融期に集中i’lll

22．3　137・4　1　60・4　　」早期：：釈｛鶏中的
83，4　　1　88，9　　i　　　93。6　　　　1TVJ；9jiL　・：wt≒しノく難lr鉾『匹1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

96・1197・3i99・Ol同　上
22．U　62．呈i35．6　i分敬的
27・3 P36・8［．74・1．L二竪！墜螺弛．　＿．一、

　之によると全開花数に対する開花盛期後4週間の落果牽は強1によつて大藻があの20～96％凄添し大

体に於て至季節の落果牽0）高儀と相似的な高低な示している。その巾玉o．9，痴．蔦N瀬），No．6｛｝は開

右期後4掴闇に於ける落果率1ま高く早期落果の顯馨な型廟示している。殊にNo．9，　NO．5｛），6｛｝は磁に鵠

i週后に於て高い落果牽iを示してい起。この開花后呈週閥の落（花）果寧はWOODROOF、　F．α．がP敵U1に

於て守蕊不完全花（果）或は受精直前の花（果）の第1藩果が挙均祭花数の拡9％であると云うモ・ご｝落果

羅よりも高かつナニが，本調査の揚合も前認の2週閥の高い落果辮を示しナc　t｝の：愈WQODRoOFの轡う

ものと同じであろうと魍、う。3ξ発撃飾巾の落果数に対する盛週間の落果i数の霧“合は3凱6～99％犠塵示

し，落果の大部分即ち薄累の山は開花后感週關内にあることが分るa之もA．ll）R’rANCF．，ぐ｝、W．が恥（瓢正
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はDicho幽myに困る授粉不充分に因つて4翅庸には発罪卸に鷲る藩果の約75％以上の落果をみると

鱗つたのに近い結果である。

　更に第3i喪によつて開花后8月頃迄に亘つUC落娯の様梢をみると，　NQ、9，　No．59，　No．60（第2i褻のN

・・「）9，　No・e）3，　No77も同様）の如く或時期に高落果鞭な示し藥中的に落果庸みるものと，No．2tt，　No4a，　N

°・7・・　N。・エoユb（第嬢のN・・1b，　N。．79胴様）の姻繰摩備偲講し畷化赫紳分散lt勺に落

果をみるものと・その中闇的傾向を示すものとがある。この初期集中的藩果を添した樹1こはWoODIR

oOFの云う撃蕊不発ゑ花（果）が殊に多かつ旗ものと聴えられ，比較的皐期に稿々｛購申El勺落果を示すの

は投粉不珊であつナ・ものenへられ儲女白嚇果樹には・磯桃翻鰍少なく識粉は比較的充分で

あつても騰果数と樹鱒との不均衡（養分の競爾）が説な原因であつ齢ものと糖免られる。

　欽に両傘穫に於ける供献樹の一綜のもの民藩梁羅曲線勘添し牝o

，’

@　　o？　　　’

　醐　落果のした果糞の犬きさ

落勲拾喋め塒大小別紛批果数礫計して，働伽癬さに鞘し螺が何ん姻舗
落ちるものかをみナ：のが第5衷A。Bである。

第5農A落果の大小別落果灘（1949）　　　“

黙衛「　講　　　　　鷺謀二二庶置写篇庶麓鷺二二　　　三慕　騨　甲…　爾…『…　　　一

撫樹 E落果総鍍璽璽・二1：・　璽璽璽蔓；1瀬砺
Nola

No！b

No2a

Ne2b

鶯059

NQ63

No66

No77

No79

1，784126，39％3生6

　493　i24．3　　3αO

l，067　　1　36．8　　　　32．1

鋼1劇：i：｝

　　　　
1’劉ll：l　lll

5．4！3．2
　　i工α8　1　！2、4
　　　8，1　1　4，5
　　　1？：1｝2ζ：1

　　チ
2・5　1　2．　8

3，7i2，1
　　レ

1

1

7，7　　　6，3

6．2　1　7。5

1ア．5　；　7．S

2，4　　　6、4

3，0　　　3．9

2．3　、　5，7

5・巾乳串・°縁・ゆ

O．g　i　1．8　1　1．8　｛　4，7

3・3i12・314・8il3．3

3，7

3．7

0，9

4，0

2，7

i4，7

4，8

正6．9

3，91　0
玉．O　I　O．1
　　　　
α4．1　0．2．

・馴…
1．「p　i　　O

　　　10．3　1　0．3

7．I　l　O．6
2。，91，3・9
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第5表B落果の大小瀦騨（1gsり　　　　　　　　　　　　＿…＿一，一．．．．＿

蒲墜藏癒：鞭蚤藩1蘇叢；舜講鵜g噸
　　　　　　Nく）2藍、　　　［　1，732

N… @1・，322
No4〔1　　　1　　392
Nく｝7霊L　　　　　I　　　　796

No9　　　　　　2，063

No18　　　　　1　　2，493

N。43　11，1。2

33、5％

10．6

32，4

21，正

81，5

71，7

13，1

Na59　　　　　　1，635　1　45・9

N．：llllb頃酬lg：l

N・1・41・25D・・6

15，8

31．8

28，3

9，6

5，7

8，9

31．3

48．5

48，6

9．1

39，6

il：lil：111：1隠：1鵬ll：1膨

、．65、615．615、9…3．612，・i1・・。

ll°，　1　’1：；隈ll：乙1：l　i諺瞬

　　1　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　36　1　392．2

15．4

1，5

0，1

5，4

19，1

｝，1

6。9

0，6

0，0

4．8

1，3

7，9

0，1

0，0

5，2 ドll別劉1：1

2，3　　　疹，O　l　　・　　［　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4；9｝L3

　勿論樹1’Eに固有の果契の大きさがあるから，一鰹の時…期の幕策し鳶果爽の火i塾さにi離轟獄あるが・

－t
ﾊ的に各樹共横径知m以下の落果が火部分である。就申0，5mn以下で藩果する灘が高い。このもの

は子房が殆んど発育肥火せす，企部花梗が果に付V・ているし，柱頭も余り塾凋し℃齢なV、。しかも之

は開花期矯2遡間の落果の殆んど発郁を占めて“るところから，之等は争蕊不発贔が原閃のものと溝

えられ購ろ”藩花”と紫う方が適切かもしれない。O．　5tvlctmのものは大休感～錺瀾后のもので』之等

は授粉不能による藩果が大部分であるo

　第4褒のXo．4a，　No．7a，　No，101b及びew　2衷のNQ工b，　Xo，2b，　Nt》679の如き分散的藩搬の様梱を暴する

樹，第4表のN64e，N。．43の如く稚玉藥申的藩果の様相な暴ケゐ樹に於ては，他の藩果様根捻宗》樹

に於けるよりも落果申の大きなものの割合が明かに多い。

　一般的に落果の大部分は径1αu内外に麹する迄に決つてし濠い，開花盛期後4～5週に於て献して

いる果が径ユ．5e鵬以上あれば，それはます成熟に罷るものとみてto　Xと思う。

樹無鯛后鎚麟騰黙その時の着果1識べ灘その火潜は榊分位であるが・勧ノ雛於
ける落果の大さと着果の大さとの差は少くなるoこれ嫉開花期后4～6潤頃が果の月巴火生掻の最盛期

である事銘と関連している所以と藩えられるo　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　。

7，2

1．9

vO，Z

Is，3

7，1

　④　花（果）叢別の落果

　胡桃は頂端結異で当年枝（新梢）の頂端に一つの花（果）叢を着ける，之が絃果枝である。この花叢

i（Dss花数には1～6花内外の別がある。しかも樹別に1花叢結果枝が盛花叢結果枝に比べて壌い樹・2花

叢結珂1被が他の花叢に比べて惑い樹，3～d花叢の多い樹，5～6花叢の結果枝も網妾持つ樹簿の相逮が

ある。

一般に工～2花叢結黒枝の多b樹と，その花叢結果枝と同時に3～4花叢繍果枝な或程慶多く持つ樹が

多vo。この調査供試樹㎎α7aでza　1花叢結果枝が極めで少く3～1花叢結果妓が極めて盛く更に5～6

花叢結果枝を比較的多く持つていた。

　その調査結果は第6i幾A，　Bである。工及び6（19瓠年）花叢結果按は駆めて少数であつ旗からdata

から除外し＃。
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第6巌A1950箏泥（果）叢別藩果数及落果渉倉　（No．7a）

花（果）磯別

2

3

4

5

6

掛

藩羅雛闘花数

3g　i　78　1
　　　、　　ioO

7611器
　　　　
・。1溜
13 P型銘

・；蒲
　　　　
怖　i罷、

藩　苑　（果1一数一改務＿塁　歩　命

蜘刷・蜥［1襯紳6週劇・・
　28
35。8

116

50。8

　68
42、5

　28
43，0

　25
52，0

265

45，9％

7，6

　22
9，6

　12
7，5

　10
｛5．4

　2
4，2

　52
9．0％

・1・1・2、6　i　9．0
　5　1　　　9

2・214・0
　4　［　i2
2，5

　4
6，2

噸0

　0
15

2．6％

7，5

　0
　0

　0
　0
28
4，7％・

　43
55，0

152

66，6

　96
69，0

　42
64，6

　27
56．2

360
62・2％

牧穫’緻及

収穫渉食

　35
45．0

　76
33，4

　64
40。0

　23
35．4

　21
43．8

2，19

37，8％

第6表B1951俸驚（果）叢刷落果数及落果渉食　（No，7の

㈱叢濁獺灘齢数「丁鍬審議購轟輩鵡搭量」欝馨
Nrv・胸州 @伺一刷，・“・一・・…w・a・tr－一：　tgeua一牒一躍「糠麻鷹瓢臨禰謂…：猟コ臨，灘堺一：＿＿｝顧鮒．隅植w．臼．尉叩＿　鞘一r・．痂　　　胆．嚇陪・…　凹

・一・－ll

3i3g一品
4

5

・削81

28…諾
　　　　　　408
　　　　　望oo

　　　　　289
　　　　　too％

　10
50，0

　53
45，2

　51
46，0

　19
47．5

　133
46・i8％

　1
5．　0

　4
3，4

　12　’

to，7

　1
2，5

　18
6，2％

10
、　0

　4
3，4

　2
f．3

　0　「

　0
　6
2、08％

・／／0

　0
　0
　0
　3
2，7

　0
　0
　3
t．04％

　正1
5S，0

　・61

52．0

　68
60，7

　20
50・0

160

55．5％

9　　　　，

45，0

　S6
48，0

・44
S9，3

　20
50．O

I29

脇5タ6

　その落果は開花期（自然授粉期）后4週毎にみお。この樹簸俸としても藩果は少ない方であり，こ

の調査の範囲でも両年共着果（牧穫率）は普通より良い方であつた。

　第6表Aに於て16遡屑（8月31日）の落果黙は耶均62。2％で3花叢と5花叢は之より高く，2，・S・．6花

叢はそれより低いが何れも第均値と大難がない。2花叢以外は何れも鰐週后迄には開花数の50％内

外，塗季節落果の穴部分が藩渠している。そして5花叢の果が開花期庸4澗聞以盾に比較的発散落果

しているし，6花叢の果が韮週迄だ集申落集している。「t’／　　’

　第6表Bに於ける15遇后（8月28日）の落果率は挙均55．　5％で薗年より低く，ここでは4花叢のみが

それより高く60．7％で他の花叢は何れも低いが，矢張李均値と夫差なく4姻后遙に何れの花叢も前年

同様に開花数の50％内外，企季節藩果の大部分の落果を示している。

　そして，この年は‘t花叢の落果が4遡以后に分散的で5花叢が前年とは逆に4遡逡に集申落果して

いるo

　第6表A・B即ち1950，190「1両年の結果を綜含すると，3～4花叢の結果枝を多く憩ける樹におい

ては，花（県）叢種別の落果牽に大差はないカ1，5～6花叢の果は他に比べて早く，その蒲落が決るや

みうにえる。

　再にその花叢種別の花叢灘を故穫期に於ける着果数に串つて別けてみると，pa　7衷A・Bとなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肋
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第7蕃…「A花て果）叢の震壌撲貞と藩果数S311オE叢数　（195Q）

蕪翻花叢数

花（2ﾊ）　，81

・旨ll

　　　　露ヂ畢数おr物．叢数　及　岡　渉　脅、

・r－・L3＿庶一．・一⊥1駕ド
　13
33．4

　35
46，0

　　　　　　　
4i裕li，，，9

11131　1

17　　　9｛　＿
lt31・6・ll　23・o　l－

　16　　　　　17　1　　　8
2i．0　　　　22、4　　i　｛0、6

　13　　　　　10　；　　　昼
32，0・　　　　25，0　　　i　　i30

　3　　　　　8　　　　　0

・一：馴∵§嶋：li，、i

・一脚・～1％圃％・♂1％演％

一一　　一　　一
　一　　｝　　　Wh　　　　　門

r　i　：　　　：l

iO．ll：lL」二1

が81：コ
　1　　　　　1　　　　　｛｝
｛2，5　　｝　　彊2，5　　　　　　　⑪

　6　　　　　　1　　　　　（］

3、4％1　016％　　　G％

1潴（果服醐

蹴果）数

0．9

Lo

ま．fi

1．8

2．，（”」

1，？，

第7表B花：果）叢の種獺と驚果数別花蹴数（1951）

花’果）

蜘置別

　　2，
花（果）

“　　3

4　．

う

．＿一一一一一．　　液　県　数　別　韮＿藻腫難＿肱」懸㌦＿＿＿＿

花1撃数…っ　1　1　i　2　1　3　1　4　／　s
I　　　　　　　　　　　　　　　　l

io　　　i　　　l
ioO　　｝1α0
　　　　　
彊邑1　｛z6

28　　　1　　　6
腹00　　12萱・4

　8　　　｝　　　O
ioO　　　；　　0　L

85ト　　i’v　8
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　　第7表Aによると，開花期后16廻即ちブ～体牧穫期迄に2花（果）叢のものに於て築が満足瞬職搬し℃

　W花叢がぞめ花叢の始％，2果の中i落粟工着隈のものが鵡．6％，2巣共落果ひだものが臓藁鑛あつ

　て，幽落の花叢も…多いがユ落工着果の花叢が最も多かつ弛こと凝県してbるol翻轍こ3糟叢に鰹℃轍

麟め鹸澱も多く，醜蜘讃蹴3薄曙眺の，醗叢は麟蠣醜の，6横鶴～繍鍛
　のものが叢畿多がゆ膨。3し各種花叢に齢て尖々発然薄果癒み1かつナこ花叢は2．3，4．菩．（｝花叢に於て炎「

　々その釜花叢の23．0％，10．6％，10．0％，0，0でありて1花叢内花（果）数の少い花叢程その創舎懸

　多かつた。各種の花叢を通じて1果を成熱期まで残す花叢が最も夢く3f｝。7鰐で，訳いで2果を残す花

　叢，ゑ落果の花叢の順となつている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

　　同B衷では，花叢別にみると2花叢を始め他の何れの花叢に於ても央々1藩果の花叢ザ多く，そし

　て全然落果をみない花叢は2．3。4．5花叢に於て央々0％，7．7％，鼠，轟％，ユ2．葺％であつて箭確とは

　逆に概して花（果）数の多V・花叢程その割含は多かつtc。そして成熱期に於て：t果を残す花叢力畷も

　多く・次v・で2果をのこす花叢，全落果の花叢の順であつて，この点綜前寧と岡様であつナこ。総じて

　2～6花叢の多い樹も季節の絡こは落果した結果織局；｛．～2藩果の花叢が多くな占めていナ：。

　　3（．　1花叢当りのZISXLa爽Elr二り（藩果数）は花数の多い花叢程多く，2花叢がQ，9個に対し3花叢隷1．　V

．～1．4個，4花叢は1．6個，5花叢は1．8～2．5偶，6花叢は2．6個であつた。　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　lt，胡楼の各種異系緯樹が灘植され撰粉には慮まれていると推庭書れる胡桃醐の謝然撒蝋の下に於嬬
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る樹別落果及び多花叢を盛くもつた樹に於ける花叢別落果に就て，・何れも2力年の観繁調憲をし旗。

2．欄’別の落果率は，その樹のDi¢hogarnyの関係とその樹の環境に由來する投粉の良否とによつて

大きく影響され，邸によつても同一樹の落果摩に変動がある。即ち加49年には9樹に於て最低蕩果薙

43，4％，最高落果≧郷）3。5％であり大体60～75％位であつ旗。1951dFは3．1樹に於て最低30，4％最高

97．％で，他は35～45％位のものがtl，樹，60～80％位のものβ樹の2鮮あり概して1951年は恥49年よ

り落果率が低かつた。又♂先熱♀先黙の別と藩果密との関係’，よ明確でなかつ起。

3・樹別落果の様桐に就いてをよ，開花期（掬然授粉期）后2～鑑週に蘂申的に落果し，商V・曲線の幽な

示す型の樹が普通であるが，中には8～⑳週后遙分散落果し，落果曲線の高低の小さい羅の樹もあ

り，活者の方が概して壼落果講は低かPk”o普通の型の藩果の様楓を癖す樹囎は4週后迄に企落銀数

の約50～90％内外，耶均72．5％の落果を示した。

dl・　一般向勺に見て幼果の横樫0．馳m以下のi踏薄過程中の藩県が畿も1多、く，．…衆い懸・0．．5iNZ．．0⑳の1賠育

調程申の落果が盛く1．5cm以上に発育しナこもの民落果は極めて少い。，↓，0嘩掴外以下の藩蘂はその肖

・謄の藩果径の2分の具内外であゆ，それ等のもの鼠落果期は開花盤期徽幽鯉6週であゐ。，モの，隠期以後

の藩果は大体1，5CU1以上で，そのi当晴の着果の大さと大i誰が蓼かつ撫q

5・3～4花叢を劣く持つ樹に於ける各種花叢別の落果輩には大差がなく那均辱5．鱗爆鯵，艶％怨あρ漁が

麟期には纈鱗鱒じ禅繍繊しナ繭蜘ミSかつt・：花叢蜘の靴り果数麟健総碑程
多いo從つで一定花叢（結果伎）数の樹に於ては多花叢の結果伎多い1罵1晦鵬果璽多い幕が撫測薦ねゑρ
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